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◆大般若法要（歳末合同供養）
◇平成 21年 11 月 15 日（日）　午後 2時より　安洞院
◆文知摺観音　観音堂再建 300 周年記念　臨時ご開帳
◇平成 21年 11 月 22（日）23日（月）両日とも午後 2時より法要

大般若法要・ご開帳まで間もなくです

先月号でもお知らせいたしましたが、今年の 11 月に
は大般若法要と文知摺観音の臨時ご開帳が行われま
す。10 月中には正式なご案内を発送いたしますので、
お参り下さいますようご案内申し上げます。

▲本年 300 周年を迎える観音堂

▼昨年の大般若法要のようす

※時間が変更になりました

このたび、安洞院短信の紙面を一新いたしました。
これまでは片面印刷にて作成して参りましたが、これ
からは両面印刷にてお届けいたします。ご家族の皆さ
までお読みいただければ幸いです。

「もっと字を大きくして欲しい」「老眼で見えない」
というご意見を頂いておりましたので、法話のコー
ナーなどの文字を大きくしました。余白も多く取って
おりますので読みやすくなっています。

新紙面にリニューアルいたしました！

１．文字が大きく、見やすい紙面に。

郵送で封筒詰めをする際に三つ折にしていますが、折
り目が文字に掛からないよう配置いたしました。

２．三つ折りのレイアウト。

季節のエッセイと、仏教書のコーナーを新設いたしま
した。書店の仏教書コーナーでご活用くださいませ。

３．巻頭エッセイ・仏教書の新コーナー。

おすすめ 仏 教書
 r e c o m e n d books

原訳「法句経」『一日一悟』
A・スマナサーラ　著
佼成出版社　2005 年　（1,155 円）

法句経（ほっくきょう）とは、お
釈迦様在世に最も近いとされる原
始経典のひとつ。日常の小さな一
コマから大切な気づきを学ぶこと
ができる 1冊です。短い章で区切
られており、通勤や昼休みに気軽
に読んでみてはいかがでしょうか。

第 1 回

「あの人は立派な人だねぇ」
などとよく耳にいたしますが、これは 1000 年以上も
昔の仏教の故事が由来となって生まれた仏教語です。
現在も天台宗の寺院として残る比叡山延暦寺は、平安
時代に創建された仏教の総合大学でもありました。
日本各地から優秀な僧侶たちが集い、日々切磋琢磨し
ていたといわれ、わが宗の道元禅師も若き日を比叡山
で過ごしています。
そこでは公開の場で力量を試される大問答が開かれて
おり、この問答に勝つことを「派を立てる」すなわち
立派といいました。それが転じて、現代のように一般
的にも使われるようになりました。
当時の立派という称号は、血のにじむような努力の末
に得られたもの、私たちも日々の積み重ねの中でほん
とうの立派を目指してゆきたいものです。

・威厳があって美しいさま。
・非常に優れているさま。
・十分に整って欠けていないさま。
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第 21 回暮らしの中の 仏 教語
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